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シビアアクシデント時に圧力容器より格納容器底部に落下する溶融デブリとコンクリートの相互反応が耐

火材を敷設することで抑制されることを実証する。実証試験は、耐火材を敷設したコンクリートに模擬デブ

リを落下させ、崩壊熱を模擬するために誘導加熱した。試験後にコンクリートトラップ断面を観察した結果、

耐火材下部コンクリートの損傷は認められず MCCI 抑制効果を実証した。 
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1. 緒言 

シビアアクシデント時に 2000℃を超える高温の溶融デブリが、圧力

容器から格納容器下部へと落下する。落下したデブリは MCCI（Molten 

Core - Concrete Interaction）によりコンクリートを浸食し、不凝縮性ガス

が発生するため、格納容器の破損につながる可能性がある。そのため、

MCCI を抑制する目的で格納容器底部に耐火材を敷設し、溶融デブリを

受け止め、溶融弁により注水する静的デブリ冷却システムの開発を進

めている。その中で、耐火材を敷設することにより、デブリが耐火材上

に落下した際に、耐火材下部のコンクリートの健全性確認のため、実

証試験を行った。 

2. 実証試験 

実証試験は、2500 ℃まで加熱した模擬デブリを上部より落下させ図

1 に示すトラップで受け止め、崩壊熱を模擬するために誘導加熱した。

試験中の誘導加熱によるデブリへの入熱量は約 30 kW であり、デブリ

落下後、40 分間以上加熱した。トラップは内径 260 mm で底部に ZrO2

耐火材を 2 層(65mm×2=130 mm)敷設し、側壁はコンクリートとした。

トラップ中には熱電対を設置し耐火材、コンクリート温度を計測した。 

3. 結論 

試験実施後のトラップ切断面を図 2 に示す。断面写真からはコンクリート側壁には浸食が見られる一方、

底部耐火材には明確な浸食は認められなかった。さらに耐火材下部のコンクリートの損傷や変色も確認され

ず耐火材敷設による MCCI 抑制効果を実証した。 
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図 2 トラップ切断面写真 

図 1 耐火材を敷設したトラップ 
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